
広報WARABI ● 平成25年12月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● 11月１日現在人口：72,244人 前月比  ＋63人
 　　　　　　　　　   男 36,729人　女 35,515人
　　　　　　　　　 世帯数：35,707
　　　　　　　　　 人口密度：14,165人／km２

2013/平成25年
わらび・750

沿道からの声に応える、今年度のミス織姫・中岡侑子さん
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江戸から昭和にかけて、織物の生産地として名をはせた蕨。
その産業に多くの人が関わり、まちの経済の礎を築いてきました。
しかし、時代とともにまちは変容を遂げ、いつしか、音は鳴りを潜めるように。
そうしたなかでも、今も伝統的産業に情熱を傾ける人々、
誇れるまちの歴史を伝えたいと奮闘する人々がいます。
今月の特集は、「機織りと私」。
耳を澄ませば心のなかで、あの音が聞こえてくるのではないでしょうか。

かつて、このまちに鳴り響いていた音
「カタカタ、トントン」

歴
史
を
紡
ぐ
力
が

　
　
　
未
来
を
織
り
成
す
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最盛期には、まちの機屋から「カタカタ、トントン」という機を織る規則正しい音がこだましていました

歴史民俗資料館に展示してある高機

～表紙の写真～

人と人をつないで30回目　　
　　宿場まつりが盛大に開催

　宿場町として栄えた歴史を今に伝える
「中仙道蕨宿宿場まつり」が、11月３日、
中山道本町通りで開かれ、16万人の人出
でにぎわいました。ミス織姫を中心に練
り歩く「織姫道中大行列」や災害協定を結
ぶ静岡県湖

こ

西
さい

市の大太鼓など、多くの催
しで彩られた今年の宿場まつり。地域の
皆さんの手によって30回目を迎えました。

特　集
機織りと私
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越
３
丁
目
の
塚つ

か

越ご
し

稲い
な

荷り

神
社
。
境
内
に
あ
る
機は

た

神
社
は
蕨
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ

上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

史
跡
で
す
。
こ
こ
に
は
蕨
の
機

織
り
の
先
覚
者
で「
は
た
神
様
」

と
呼
ば
れ
る
２
代
目
髙た

か
は
し
新し

ん

五ご

郎ろ
う
が
祭
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

文
政
９
年（
１
８
２
６
）８
月

７
日
、
信
仰
し
て
い
た
関か

ん

東と
う

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん（
徳と

く

川が
わ

家い
え

康や
す

）の
夢
の
お
告

げ
で
機
屋
を
始
め
た
新
五
郎
。

考
案
し
た
青あ

お

縞じ
ま

が
江
戸
で
評
判

と
な
り
、
蕨
の
織
物
業
が
発
展

す
る
礎
を
築
き
ま
し
た
。
そ
の

功
績
か
ら
妻
・
い
せ
、関
東
大
権

現
と
と
も
に
祭
ら
れ
、
地
域
の

人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
い
つ
の
頃
か
ら
か
、

８
月
７
日
に
織
物
業
者
が
商
売

の
繁
栄
を
祈
る
式
典
を
開
く
よ

さ
ん（
4
㌻
写
真
）が
子
ど
も
会
に
声
を

掛
け
た
の
で
す
。
髙

家
も
今
は
織
物

業
を
営
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
織
物
の
歴

史
や
伝
統
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
３
年
前
に
は
機
神
社

を
改
築
。
織
物
の
歴
史
を
伝
え
る
シ
ン

ボ
ル
は
新
た
な
装
い
で
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。「
式
典
が
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
し

て
、
今
後
も
蕨
の
織
物
の
歴
史
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
語
る
髙

さ
ん
。
そ

の
言
葉
に
は
地
域
の
誇
り
を
自
分
た
ち

の
手
で
引
き
継
ぎ
、
次
代
へ
託
そ
う
と

い
う
決
意
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
織
物
の
ま
ち
を
支
え
て
き
た

人
々
の
声
を
残
し
た
い
と
取
り
組
む
研

究
家
も
い
ま
す
。
潮
地
ル
ミ
さ
ん
（
左

写
真
）
で
す
。
潮
地
さ
ん
は
昭
和
24
年
、

蕨
に
住
み
始
め
た
の
を
機
に
織
物
の
研

究
を
開
始
。以
来
市
史
や
県
史
も
含
め
、

多
く
の
著
書
を
執
筆
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
代
表
作
が「
は
た
お
り
の
町
わ
ら

び
」。
関
係
者
44
人
に
話
を
聞
き
、『
広

報
蕨
』
に
掲
載
さ
れ
た
内
容
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
丹
念
な
取
材
を
基
に
書

か
れ
た
記
事
か
ら
、
織
物
に
関
わ
っ
た

人
々
の
自
信
や
誇
り
、
そ
し
て
苦
労
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
地
道
な
取
材
と
研

究
の
原
動
力
は
、「
協
力
者
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
な
に
よ
り
多
く
の
人
の
知

恵
と
情
熱
で
今
の
蕨
が
出
来
た
こ
と
を

伝
え
た
か
っ
た
」
と
潮
地
さ
ん
。「
こ

れ
か
ら
も
蕨
の
歴
史
に
興
味
を
持
ち
続

け
た
い
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
し
た
。

　

地
域
の
歴
史
を
行
事
で
つ
な
ぐ
髙

さ
ん
、
研
究
で
伝
え
る
潮
地
さ
ん
。
機

織
り
の
音
は
聞
こ
え
な
く
て
も
、
先
人

た
ち
が
築
い
た
伝
統
を
継
承
し
て
い
く

志
は
つ
い
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
の「
機

ま
つ
り
」
の
起
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
た
式
典
。

そ
の
な
か
に
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の

伝
統
行
事
を
通
し

て
、
ま
ち
の
歴
史

を
知
っ
て
も
ら
い

た
い
と
、
機
神
社

奉
賛
会
会
長
で
新

五
郎
の
子
孫
で
も

あ
る
、
髙

慶
助

　まちの歴史を知ることができ、また、
夏休みの自由研究のよい題材にもなるの
ではと思い､初めて神社の飾りつけから式
典の出席まで子ども会に声を掛けました。
核家族化が進み、歴史や伝統を継承して
いく機会が少なくなりましたが行事を通
して若い世代にお伝えしていきたいです。

行事を通して
誇れる伝統を次世代へ。

子どもや保護者20人が式典に参加

77歳。塚越３丁目。塚越稲荷神
社奉賛会会長、機神社奉賛会会
長。髙 新五郎の子孫に当たる

２
代
目
髙

新
五
郎
の
自
画
像

髙 家ご子孫

髙
たかはし

 慶
けい

助
すけ

さん

残したい歴史がある

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン
も
う
聞
こ
え
な
い

で
も
、
み
ん
な
の
心
に
響
か
せ
た
い

　

住
宅
都
市
と
し
て
７
万
人
以
上
が
暮
ら
す
蕨
。

な
か
に
は
織
物
の
ま
ち
と
し
て
栄
え
た
こ
と
を

知
ら
な
い
人
も
い
ま
す
。一
方
で
、ま
ち
の
歴
史
を

後
世
に
残
し
た
い
と
取
り
組
む
姿
も
あ
り
ま
す
。

▲平成22年に改築され、装いも新たになった機神社
◀今年も多くの人が集い行われた機まつり式典（８月７日）

　住む土地のことを学ぶと、そ
の土地の人と知り合い、仲よく
なれるからと始めた織物の研究。
織物業は常に時代の波にさらさ
れてきましたが、創意工夫を重
ね、現在の蕨の繁栄につながっ
ていることを皆さんに知ってい
ただきたいです。お話を聞かせ
てくださったかたはどなたも温
かみがありました。そうした触
れ合いから、私も蕨をふるさと
だと感じるようになりました。

機織りの取材を通して
蕨にずっと住もうと
決めましたね。

88歳｡ 南町２丁目｡ 元教師｡ 中
学校で教鞭を執る傍ら織物や市
史､ 県史などを研究｡ 昭和58年
に埼玉県文化ともしび賞、平成
４年に蕨市けやき文化賞を受賞

歴史研究家

潮
しお

地
ち

 ルミさん

昭和53年から57年まで『広報
蕨』で掲載したコラムをA６
判にまとめ､平成６年に発行。
定価＝500円 販売＝市民活動
推進室または歴史民俗資料館

 わらび文庫 
｢はたおりの町  わらび｣

取材の成果がこの一冊に

Check! わらび文庫のほかにも、織物の歴史を知るこ
とができる施設や資料などが身近にあります

わらび郷土かるた

まちの歴史や文
化を楽しく学べ
る教材。織物に
関する絵札もあ
り、毎年小学生
のかるた大会で
使われています

図書館
南町１丁目。２階郷土資料
室には織物やまちの歴史に
関する本を所蔵しています

歴史民俗資料館分館
中央５丁目。明治時代、買
継商（織物を織る機屋と
問屋の仲立ち）をしてい
た家を公開。店舗部分に
は当時の電話があり歴史
的な面影が感じられます

歴史民俗
　資料館

中央５丁目｡「織物のまち･蕨｣ のコー
ナーがあり､ 当時の高機など､ 織物に
使う機械や道具類が展示されています

江戸末期から綿織物業が盛んになり、文政年間
（1818～1830）、塚越村の２代目髙 新五郎は青縞
を織って売り出しました。その後髙 家は２本の
洋糸を絡ませて布を作る「ニタ子織」を
始めたところ評判となり、蕨の織物は飛
躍的に発展。明治に入ると規格化された
双子織は商人の着物として販売されまし
た。大正以降は、織物の種類も増えまし
たが、日中戦争の頃から経営が厳しくな
りました。戦後は好景気の時期もありま
したが、安価な外国製品などに押され、
しだいに衰退していきました。 双子織の着物

～蕨の織物の歴史～

塚

特集　機織りと私
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年
盛
大
に
開
か
れ
る
、

「
機
ま
つ
り
」。
蕨
駅
西

口
駅
前
通
り
に
並
ぶ
七
夕
飾
り

が
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。
機
ま
つ
り
が
始

ま
っ
た
の
は
昭
和
26
年
。
当
時

の
高た

か

橋は
し

庄し
ょ
う

次じ

郎ろ
う

町
長
や
織
物
組

合
、
商
工
会
議
所
が
織
物
で
栄

え
た
歴
史
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

町
の
商
工
業
の
発
展
を
願
い
開

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
七
夕
装

飾
コ
ン
ク
ー
ル
も
加
わ
り
、
夏

の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
８
月
２
日
か
ら
行
わ

れ
た
機
ま
つ
り
。「
や
っ
と
人
出

が
戻
り
ま
し
た
」
と
安
堵
の
表

情
で
話
す
の
は
実
行
委
員
長
・

明
石
哲
平
さ
ん
（
７
㌻
写
真
）。

震
災
以
降
、
縮
小
し
て
い
た
お

祭
り
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
実
行

委
員
会
で
は
、
準
備
に
奔
走
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
人
出

は
増
え
、
26
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。「
皆

さ
ん
の
笑
顔
が
見
た
い
、
そ
れ
に
尽
き

ま
す
」
と
全
委
員
の
思
い
を
代
弁
す
る

明
石
さ
ん
。
自
身
も
手
作
り
の
装
飾
を

出
展
す
る
ほ
ど
の
祭
り
好
き
で
す
。
そ

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
仲
間

と
と
も
に
全
小
学
校
に
呼
び
か
け
を
続

け
、
今
で
は
児
童
た
ち
の
七
夕
飾
り
が

催
し
を
よ
り
華
や
か
に
し
て
い
ま
す
。

更
に
今
年
か
ら
保
育
園
に
笹
を
準
備
。

か
わ
い
い
文
字
の
短
冊
が
並
び
ま
し
た
。

こ
う
し
た
活
動
が
伝
統
的
な
行
事
を
身

近
に
し
、
家
族
や
地
域
の
絆
を
深
め
る

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
既
に

来
年
の
企
画
を
練
っ
て
い
る
明
石
さ
ん
。

「
み
ん
な
一
生
懸
命
。
祭
り
で
ま
ち
を

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
」と
話
し
ま
す
。

　

機
ま
つ
り
の
初
開
催
か
ら
63
年
。
ま

ち
の
発
展
を
願
う
人
々
の
情
熱
は
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
、
毎
年
夏
に
た
く

さ
ん
の
笑
顔
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

まちの夏の風物詩

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン
も
う
聞
こ
え
な
い

で
も
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
で
き
る

　

８
月
。
ま
ち
中
に
た
く
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
が

広
が
る
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
、
蕨
の
夏
を
彩
る

｢

機
ま
つ
り｣

で
す
。織
物
の
伝
統
を
残
す
行
事
に
は
、

笑
顔
の
数
だ
け
ま
ち
を
思
う
心
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

毎

特集　機織りと私

写真で振り返る機まつり

▲昭和28年 花自動車パレードの様子

▲昭和５４年 市制20周年を記念した装飾

▲昭和３４年 市制施行後､初めての開催

第３回
機まつり

第９回
機まつり

第29回
機まつり

浴衣姿の見物客も多く、お祭りに彩りを添えます

　機まつりが楽しい思い出になるよう、実行
委員会では、半年前から議論を重ねてきまし
た。七夕飾りの出展依頼では、祭りを活気づ
けたいと各商店から快諾をいただきました。
沿道が華やかに彩られたのは、皆さんのまち
を思う気持ちがあったからです｡また、児童た
ちの飾りも大好評で、親子連れの姿もよく目
にしました｡祭りを通して、若い世代がまちの
歴史や行事に関心を持ってくれたら幸いです。

地域への思いが詰まった
機まつり。
皆さんの楽しい思い出に
なるといいですね。

第6３回わらび機まつり　　
　　実行委員会委員長

明
あか

石
し

 哲
てっ

平
ぺい

さん

友
達
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
も

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
練
習
の
成
果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
披
露

願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
飾
る
子
ど
も
た
ち

市
民
参
加
の
手
お
ど
り
大
行
進

今年も華やかに

4日間で26万人

金
かな

田
だ

 美
う

音
いん

さん
南町４丁目・８歳

野
の

崎
ざき

 清
せい

蔵
ぞう

さん
中央１丁目・78歳

櫻
さくら

井
い

　勉
つとむ

さん
南町４丁目・34歳

　 さん
中央６丁目・35歳

 楽しみ方いっぱい　機まつり ― 市民の皆さんに聞きました ―

　子どもの頃から、機まつりは
夏の一大イベントでした。３人
の娘の父親になった今では、七
夕飾りの前での記念撮影が我が
家の恒例になっています。ずっ
と親しんできたお祭りを子ども
と楽しめるのはうれしいですね。

　友達と作った七夕飾りをたく
さんの人に見てもらうことがで
きました。大きな飾りを作るの
はとても大変だったけど、みん
なと協力したり機織りの歴史を
勉強できたりしてよかったです。
もっと蕨のことが知りたいな。

　毎年､ お祭りの様子を写真に
収めて、｢機まつり写真コンクー
ル｣に応募しています。ファイン
ダー越しだと、お祭りの雰囲気
もいつもと少し違って見えるも
のです。今年は努力賞でしたが、
来年もまた挑戦したいですね。

　華やかな飾りのなか、息子と
金魚すくいをしたり、綿あめを
買ったりと楽しんだ機まつり。
ふるさと、広州（中国）の旧正
月を思い出しました。こうした
行事によって、地域の伝統を
守っていくのはたいせつですね。

家族で楽しんでいます まちを知るきっかけに

写真に残す夏の風物詩機まつりで母国を思う

広報WARABI　6

第63回機まつり（８月２日～５日）

Check!

そう　　えいえい
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それぞれの思いを胸に

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン
も
う
聞
こ
え
な
い

で
も
、
小
さ
な
明
か
り
は
灯
し
た
い

特集　機織りと私

広報WARABI　8

近は、竹で作った糸を使ったり、土で色を
染めたりと、自然が生み出す美しさを楽し

んでいます」と語るのは、織作家の藤崎仁子さん
（65歳･中央１丁目）です。30年以上にわたって制作
活動を続けてきた藤崎さんの作品は、自由に素材を
組み合わせることによってその可能性を無限に広げ
ています。例えば、使用済みのコーヒーフィルター
を細く裁断し、糸の代わりにして作品を織りあげる
など、独自の世界観を築いています。
　こうした作品の発表の場として、全国各地の展示
会に出展している藤崎さんは、ここ蕨でも歴史民俗
資料館で個展を開催しています。更に、同館や市内
の公民館では、約20年前から小学生対象の織物教室
の講師を務めています。個展や講座などを通して、
藤崎さんが伝え続けてきたこと。それは、織物の楽
しさ、そして、蕨がかつて
織物のまちだったという
歴史のたいせつさです。
このような思いは、この
まちに少しずつ、でも確
実に根付いてきています。

「最 丸織物は、今もなお、市内で織物のまちの
伝統を紡ぎ続ける場所の一つです。「蕨の地

場産業を絶やすわけにはいかない」。そう語るのは
德丸平太郎さん（66歳・北町３丁目）です。
　明治以降、機屋や買継商を営んできた德丸家。上質
な双子織を商うことで定評があり、毛織物や先進技
術の導入など産業の発展に寄与してきました。その
後、時代の変遷とともに家業は姿を変え、現在は市内
唯一の撚

ねん

糸
し

会社として錦町２丁目に工場を構えてい
ます。年間の生産量は約40㌧。得意先から注文を受け、
製紙用フェルトの原糸を出荷しています。また、「双
子織を再び蕨の名産に」と、中山道の商店の有志か
らなるまちづくり会社の代表として、催しでのグッ
ズ販売やファッションショーの開催など多彩な活動
を行っています。「織
物に携わる者として、
伝統を残す責任と幸
せを感じています」
と、德丸さん。地場
産業を守り広める人
がここにもいます。

　

最
盛
期
、
ま
ち
に
１
０
０
戸
以
上
あ
っ
た
機
屋
。
16
年
前
、北
町
に
あ
っ
た
工
場
の
閉
鎖
に
よ
り
、市
内
か
ら

織
物
の
生
産
が
姿
を
消
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
世
界
に
魅
了
さ
れ
、今
も
情
熱
を
傾
け
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

８
、
９
㌻
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、ま
ち
の
誇
り
に
光
を
当
て
て
い
る
３
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

德

連
綿
と
続
く

織
物
の
伝
統
。

姿
を
変
え
て
も

絶
や
し
た
く
は
な
い
。

德丸織物

德
とく

丸
まる

 平
へい

太
た

郎
ろう

さん

市内で最後まで稼働していた德丸家
の織物工場（北町３丁目）

今も続く織物業

撚糸機で4本の糸を1本
に加工。蒸すなどの工
程を経て出荷されます

工場では熟練された７
人の従業員の皆さんが
日々汗を流しています

「お客様に喜んでほし
いんです」と、熱心にデ
ザインを練る川村さん

中央３丁目の店舗で、
娘さんといっしょに制
作・販売をしています

この日の教室では、布
製品を裂いて糸の代わ
りにする、裂織を体験

いつでも楽しんでもら
えるように、毎回新し
い織り方や素材を提案

活
動
を
通
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も

織
物
の
魅
力
を
皆
さ
ん
に

届
け
た
い
で
す
ね
。

織作家

藤
ふじ

崎
さき

 仁
ひと

子
こ

さん

作品で魅力を発信

とりどりの洋服が並ぶ店内の一角に、趣
のある縞

しま

模様の商品が陳列されています。
ここ中央３丁目のブティックでは、双子織を使っ
た洋服や小物が制作・販売されています。
　蕨育ちの店主・川村みつ子さん（69歳）が初めて
双子織に触れたのは７年ほど前のことでした。手
にした布地は２種類で、一つはさらっと素朴な感
触、もう一つは綿とは思えない艶やかな肌触り。
「正に一目ぼれでした。これを使って何か作りたい」
と、強い衝動に駆られたそうです。初めに洋服を制
作すると、それが話題を呼び、「小物も作ってよ」と
いった要望が届くように。そして現在、帽子やブッ
クカバーなど、その種類は15以上に上っています。
　そんな川村さんが双子織を使い続けるのにはも
う一つ理由があります。それはふるさとの誇りを
伝え、広めていきたいから。「この縞模様の布地の
ファンを増やしたいんです」。そう語る川村さんの
製品には、双子織と蕨への思いが詰まっています。

色

双子織が
一人でも多くの人の
手に触れてほしい。
それが願いです。

クチュール  カワムラ

川
かわ

村
むら

 みつ子
こ

さん双子織製品を販売
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は
た
ご
っ
こ
の
会
員
は
年
齢
30
代
か

ら
80
代
ま
で
で
、
元
教
師
や
主
婦
な
ど

顔
ぶ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
催
し
で
の

体
験
や
作
品
展
示
な
ど
で
、
そ
の
魅
力

を
伝
え
て
い
こ
う
と
始
動
し
ま
し
た
が
、

大
半
の
人
は
結
成
前
の
講
座
で
織
機
に

触
れ
た
の
が
初
め
て
で
し
た
。
一
般
的

に
織
る
作
業
と
は
経た

て

糸
を
織
機
に
並
べ

て
張
り
、
そ
の
間
に
緯よ

こ

糸
を
繰
り
返
し

通
し
て
い
き
ま
す
。
単
純
な
流
れ
の
よ

う
で
す
が
、
そ
の
前
段
で
糸
を
整
え
た

り
織
機
に
通
し
た
り
す
る
作
業
は
熟
練

者
で
な
い
と
難
し
い
も
の
で
す
。
会
員

の
皆
さ
ん
も
吉
田
さ
ん
の
指
導
の
下
、

技
術
を
高
め
て
い
っ
た
も
の
の
苦
労
の

連
続
で
し
た
。
そ
れ
で
も
宿
場
ま
つ
り

に
各
自
の
作
品
を
出
展
す
る
た
め
、
20

㍍
も
の
生
地
を
織
ろ
う
と
決
め
た
会
員

た
ち
。
織
機
に
数
百
本
の
経
糸
を
の
せ

る
作
業
に
数
日
要
し
た
り
、
と
き
に
は

古
い
図
面
を
参
考
に
織
機
の
部
品
を
交

換
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
織
機
が

誇れる歴史を私たちの手で

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン
聞
こ
え
る
よ

そ
れ
は
小
さ
な
小
さ
な
音
だ
け
ど

特集　機織りと私

広報WARABI　10

歴史民俗資料館分館（中央５丁目）宿場まつりでの体験教室に向け、入念な打ち合わせをする
はたごっこの皆さん（歴史民俗資料館分館）

活
動
励
む
会
員
の
思
い
は
一
つ

数
台
し
か
な
い
た
め
、
活

動
日
以
外
に
も
作
業
を
進

め
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
骨

を
折
る
作
業
で
も
、
皆
さ

ん
の
表
情
か
ら
は
笑
顔
が

絶
え
ま
せ
ん
。「
手
間
は
か

か
る
け
ど
、
昔
な
が
ら
の

方
法
で
丁
寧
に
織
り
あ
げ

て
い
く
の
は
楽
し
い
で
す

▲会員どうしで教え合いながら活動しています

◀▼困難な糸通しも楽しみながら

◀各自で綿花の種を
植えて、秋の収穫に
向け育てていました

◀タマネギやウメ、サ
クラなどを使い糸を
草木染めにしました

児童たちに優しく指導

81歳。中央２丁目。平成２年
まで40年以上にわたり、機屋
をしていた｡現在､はたごっこ
の一員としてほかの会員や体
験教室での技術指導に当たる

　はたごっこを結成して、１年半。
まだまだ未熟な私たちですが、一
人でも多くの人に蕨の誇れる織物
の文化や歴史を知っていただきた
いと活動に励んでいます。今後も
会員どうしで技術を高め合いなが
ら、地域や学校、行政などと協力し
て、その輪を広げていきたいです。

　昭和21年に父が創業した機屋を学生の頃から
手伝い、その後家業を継ぎました。よいことも
悪いこともいろいろ経験しましたね。平成２年
に工場を閉めましたが、まちの伝統産業を子ど
もたちに伝えたいと、はたごっこ結成前から小

学校で体験教室を行ってき
ました。会員の皆さんはや
る気のある人ばかり。楽し
みながら活動する様子に、
長年織物に携わってきた者
として喜びを感じています。

伝えたい蕨の織物文化

はたごっこ

川
かわ

野
の

 耕
こう

三
ぞう

さん

会員の皆さんの
いきいきとした表情
頼もしいですね。

はたごっこ

元機屋 吉
よし

田
だ

 金
きん

造
ぞう

さん

　

平
成
22
年
。
下
蕨
地
区
の
催
し
で
、

あ
る
体
験
教
室
に
人
だ
か
り
が
で
き
て

い
ま
し
た
。
長
年
機
屋
を
し
て
い
た
吉

田
金
造
さ
ん
（
11
㌻
写
真
）
が
蕨
の
伝

統
に
触
れ
て
も
ら
お
う
と
機
織
り
体
験

を
開
い
て
い
た
の
で
す
。

　

初
め
は
遠
く
で
見
て
い
た
人
も
織
機

の
優
し
い
音
に
誘
わ
れ
、
感
触
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
川
野
耕
三
さ
ん
（
11

㌻
写
真
）
も
そ
の
一
人
。
織
物
で
栄
え

た
面
影
が
見
ら
れ
な
い
現
状
を
憂
い
て

い
た
川
野
さ
ん
。
吉
田
さ
ん
の
姿
に
共

感
し
、自
ら
の
思
い
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

す
ぐ
に
意
気
投
合
し
た
２
人
は
講
座
を

企
画
。
翌
春
の
織
物
講
座
に
は
50
人
が

参
加
し
、
関
心
の
高
さ
に
手
ご
た
え
を

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
24
年
春
。
受
講
生
ら
20
人
が

集
い
、
機
織
り
の
活
動
団
体
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
名
は
「
は
た
ご
っ
こ
」。

「
機
織
り
」と
動
作
の
ま
ね
、「
ご
っ
こ
」

を
か
け
た
愛
ら
し
い
響
き
の
名
前
で
す
。

市
民
活
動
団
体｢

は
た
ご
っ
こ｣

→
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ね
。
そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

そ
う
、
み
ん
な
の
思
い
は
一
つ
。
そ
れ

は
蕨
の
誇
れ
る
織
物
文
化
を
継
承
し
、

広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

は
た
ご
っ
こ
で
は
月
２
回
の
定
例
会

に
加
え
、
結
成
時
か
ら
小
学
校
の
体
験

学
習
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
の
産

業
を
学
ぶ
３
年
生
や
文
化
に
つ
い
て
考

え
る
５
年
生
な
ど
、
昨
年
度
は
６
校
で

講
師
を
務
め
ま
し
た
。「
目
を
輝
か
せ
て

機
を
織
る
児
童
の
姿
は
励
み
に
な
り
ま

す
ね
」と
ほ
ほ
え
み
ま
す
。そ
ん
な
光
景

か
ら
機
織
り
に
触
れ
て
も
ら
う
機
会
を

更
に
広
げ
た
い
と
考
え
た
、
は
た
ご
っ

こ
。
今
年
度
は
協
働
事
業
提
案
制
度
を

活
用
し
、
市
と
協
働
に
よ
る
機
織
り
体

験
を
全
小
学
校
で
開
く
予
定
で
す
。
今

は
教
室
の
準
備
に
奔
走
中
で
す
が
、「
活

動
を
通
し
て
多
く
の
人
と
知
り
合
え
て

楽
し
い
で
す
よ
」
と
い
き
い
き
と
し
た

表
情
で
話
す
皆
さ
ん
。そ
し
て
今
後
は
、

「
も
っ
と
活
動
の
輪
を
広
げ
て
、
将
来

的
に
は
会
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
製
品
を
作

り
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
誇
れ
る
伝
統
を
残
し
た
い
と

い
う
情
熱
か
ら
生
ま
れ
た
、
は
た
ご
っ

こ
。
そ
の
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
す
。
し
か
し
、
次
代
に
託
そ
う
と

す
る
姿
は
織
物
の
ま
ち
の
未
来
を
つ
く

る
新
た
な
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

広
が
る
蕨
の
織
物
文
化
へ
の
心

特集　機織りと私 ～情熱が広がるとき～
地域での体験教室を通して
蕨の織物文化を伝承する
はたごっこの皆さん

島
しま

口
ぐち

 真
ま

緒
お

さん
北小学校５年生

川
かわ

島
しま

 隆
りゅう

太
た

郎
ろう

教諭

北小学校

　機織りのことは、教科書で勉強
したことはあったけれど、体験し
たのは初めてでした。いちばん難
しかったのは手と足で扱う織機の
使い方。それに布が出来るまでに
こんなに時間がかかるとは思いま
せんでした。昔の人たちの生活も
知ることができてよかったです。

難しいけど楽しい
　私たちが日常生活で触れている
物の多くは既製品です。その過程
や物づくりのたいせつさを蕨の伝
統文化である機織りを通して、じ
かに学べる機会があることはとて
も幸せです。子どもたちにはこう
した貴重な経験から、郷土を愛す
る心を育んでいってほしいですね。

体験で育む郷土愛

昨年に続いて、同フェスティバ
ル（10月４日～６日）で機織り
体験を実施。多くの人が織機に
触れ、その感触を楽しみました

機織り体験in中央地区

生涯学習フェスティバル

北小学校の５年生に糸紡ぎや機
織りなどの体験に加えて、綿花
の育て方も説明。児童たちは興
味津々に授業を受けていました

小学校の総合的な

学習の時間で講師

小学校で綿花の栽培

中央東小学校３年生は綿花の栽培を
しています。これは吉田さんが数年
前に種を渡したことがきっかけです

歴史民俗資料館分館で体験教
室だけでなく、会員たちの作
品を展示。苦労して作った力
作に来館者も見入っています

機織り体験in宿場まつり

→

Voice!

　

多
く
の
人
に
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
た
今
回
の
取
材
。

　

活
動
や
表
現
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
が
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
蕨
の
織
物

業
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い
き
た
い
」

と
い
う
熱
意
と
真
摯
な
姿
勢
で
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
ま

ち
へ
の
深
い
愛
情
だ
と
い
う
こ
と
も
。

　

お
会
い
し
た
皆
さ
ん
の
よ
う
な
人
た

ち
の
心
と
心
が
集
い
、
重
な
り
合
う
こ

と
で
ま
ち
は
更
な
る
輝
き
を
放
ち
ま
す
。

　

そ
れ
は
織
物
の
経
糸
と
緯
糸
が
交
互

に
組
み
合
わ
さ
り
、
丈
夫
で
美
し
い
布

を
織
り
成
す
よ
う
に
。

　

か
つ
て
の
よ
う
な
機
を
織
る
音
は
響

か
な
く
て
も
、
ま
ち
へ
の
誇
り
は
今
も

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
未
来
へ
と
つ
な
が
る
鼓
動

が
し
っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
る
よ

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン

カ
タ
カ
タ
、
ト
ン
ト
ン
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１月
13
日　
消
防
出
初
式

14
日　
蕨
市
成
年
式 

①

26
日　
文
化
財
防
火
デ
ー
（
三
学
院
で
消
防
訓
練
）

２月
７
日　
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
市
町
村
表
彰

12
日　

 

蕨
市
い
じ
め
の
な
い
明
る
い
学
校
づ
く
り
宣

言
制
定 

②

16
日　
イ
ク
メ
ン・カ
ジ
メ
ン
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

23
日　
消
費
生
活
展
（
～
24
日
）

26
日　

 

戸
田
市
及
び
蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
と

共
同
で
ご
み
処
理
基
本
計
画
を
策
定  

　
　
　
わ
ら
び
り
ん
ご
の
苗
木
31
本
を
公
共
施
設
に
植
樹

３月
３
日　

 

歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展「
表
情
人
形 

山
本

光
子
―
風
の
ま
に
ま
に
―
」（
～
４
月
29
日
）

15
日　
環
境
基
本
計
画
策
定

23
日　
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展
（
～
24
日
）

29
日　
蕨
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

　
　
　
わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
策
定

30
日　
け
や
き
文
化
賞
特
別
賞 

ウ
ル
リ
ッ
ヒ・レ
ン
ツ
氏 

③

４月
１
日　
蕨
市
市
民
参
画
と
協
働
を
推
進
す
る
条
例
施
行

　
　
　

 

民
間
認
可
保
育
園
ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア

蕨
開
園 

④

　
　
　

 

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
窓
口
払
い
廃
止

の
対
象
者
拡
大

　
　
　

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
な
ど
、
定
期
接
種
を
拡
充

13
日　
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
開
催（
～
20
日
）

18
日　
わ
ら
び
り
ん
ご
の
苗
木
を
群
馬
県
片
品
村
へ
寄
贈 

⑤

23
日　
蕨
市
立
図
書
館
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
受
賞

27
日　

 

わ
ら
び
学
校
土
曜
塾
開
講
（
東
小
・
西
小
・

南
小
学
校
区
）
⑥

29
日　
蕨
駅
開
業
１
２
０
周
年
記
念
事
業
開
始

　
　
　
苗
木
市
・
藤
ま
つ
り 

⑦

５月
10
日　

 

小・中
学
校
体
育
館
耐
震
補
強
等
工
事
着
工（
北

小・中
央
小・中
央
東
小・一
中・東
中
） 

※
写
真

は
１
月
31
日
に
工
事
が
完
了
し
た
南
小 

⑧

　
　
　

 

各
事
業
所・団
体
と
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を

締
結（
10
日・パ
ル
シ
ス
テ
ム
埼
玉 

８
月
22
日・

伊
藤
園 

９
月
６
日・Ｊ
Ｒ
東
日
本
大
宮
支
社 

11
月
６
日･

埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会 

⑮
）

19
日　
子
育
て
支
援
フ
ェ
ス
タ
・
こ
ど
も
ま
つ
り

23
日　

 ｢

ス
ケ
ア
ー
ド
・
ス
ト
レ
イ
ト
教
育
技
法｣

に
よ
る
交
通
安
全
教
室
実
施（
～
７
月
２
日
）

29
日　
わ
ら
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

６月
２
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

３
日　
大
人
の
風
し
ん
予
防
接
種
一
部
公
費
助
成

６月
９
日　
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

13
日　
公
民
館
耐
震
診
断
実
施（
東・西・南
公
民
館
）

22
日　
蕨
市
災
害
図
上
訓
練 

⑨

28
日　
学
校
図
書
館
教
育
支
援
員
（
３
人
）
の
配
置

７月
１
日　
さ
く
ら
保
育
園
耐
震
補
強
設
計
委
託

　
　
　

｢
ク
ー
ル
オ
ア
シ
ス
蕨｣

実
施（
～
９
月
30
日
）

２
日　
南
小
学
校
校
庭
改
修
工
事
着
工

11
日　
協
働
事
業
提
案
制
度
審
査
会

13
日　
あ
さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
（
～
14
日
）

　
　
　

 

蕨
駅
開
業
１
２
０
周
年
記
念
事
業｢

わ
ら
て

つ
ま
つ
り｣

（
～
15
日
）
⑩

24
日　
蕨
市
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
功
労
者
表
彰

27
日　

 

歴
史
民
俗
資
料
館
平
和
祈
念
展｢
戦
争
と
子

ど
も
た
ち｣

（
～
９
月
29
日
）

28
日　
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

８月
２
日　
機
ま
つ
り
（
～
５
日
） 

⑪

４
日　
蕨
市
民
水
泳
大
会

25
日　

 

蕨
市
総
合
防
災
演
習
（
中
央
小
学
校
） 

※
今

年
は
わ
ら
び
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
サ
ポ
ー
タ
ー

（
Ｗ
Ｓ
Ｓ
）
が
初
参
加 

⑫

９月
６
日　

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
～
11
月
10
日
）

※
写
真
は
下
蕨
地
区 

⑬

８
日　
合
宿
通
学
（
～
10
月
５
日
）

14
日　
お
年
寄
り
を
敬
う
会

10月
１
日　
中
央
第
一
地
区
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
開
始

６
日　
蕨
市
文
化
祭
（
～
11
月
24
日
）

20
日　
わ
ら
び
健
康
ま
つ
り・歯
ッ
ピ
ー
わ
ら
び 

⑭

21
日　

 

蕨
市
の
行
政
運
営
に
係
る
長
期
計
画
審
議
会

（
４
月
22
日
～
10
月
21
日　
全
７
回
）よ
り
市

長
に
蕨
市
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
答
申
提
出

26
日　

 

歴
史
民
俗
資
料
館「
昆
虫
標
本
―
美
し
い
チ
ョ

ウ
チ
ョ
や
カ
ブ
ト
た
ち
―
」展（
～
12
月
15
日
）

27
日　

 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ
ー
ル
ド　
in　
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ

11月
２
日　

 

中
仙
道
蕨
宿｢

光
と
音
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト｣

（
～
12
月
１
日
）
⑯

３
日　
け
や
き
文
化
賞
・
自
治
功
労
者
表
彰
式

　
　
　
宿
場
ま
つ
り

13
日　
蕨
市
公
募
美
術
展
覧
会
（
～
17
日
）

16
日　
蕨
市
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
推
進
大
会

22
日　
金
婚
祝
式

27
日　
イ
ク
メ
ン・料
理
男
子
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

　
　
　
市
議
会
に
蕨
市
将
来
構
想
を
提
案

12月（予定）
１
日　
ク
リ
ー
ン
わ
ら
び
市
民
運
動

17
日　

 

蕨
駅
開
業
１
２
０
周
年
記
念
事
業
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

　12月を迎え、
今年も残すとこ
ろ１か月となり
ました。そこで
14､15㌻では､蕨
の市政や催しな
ど、一年の出来
事を写真ととも
に振り返ります。

2013

写
真
で
振
り
返
る

　
わ
ら
び
こ
の
一
年

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑮

⑯

⑭
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語 る 人

半
はん

澤
ざわ

義
よし

和
かず

さん
南町２丁目・83歳

　

ま
ず
、
左
下
囲
み
の
と
お

り
、「
ま
ち
へ
の
愛
着
」
に
つ

い
て
、「
感
じ
て
い
る
」
と
答

え
た
人
は
72
・
１
％
と
、こ
こ

５
年
間
の
調
査
の
な
か
で
、

最
も
高
い
割
合
と
な
り
ま
し

た
。
愛
着
を
感
じ
る
理
由
と

し
て
は
、「
買
い
物
な
ど
生
活

に
便
利
だ
か
ら
」
が
52
％
、

「
自
然
災
害
、
都
市
災
害
が

少
な
く
安
全
だ
か
ら
」
が

35
・５
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
永
住
意
識
」
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
「
住

み
た
い
と
思
う
」
と
回
答
し

た
人
が
62
・
５
％
に
上
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
、
蕨
に
愛
着
と
満
足

を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

次
に
、
今
後
の
市
政
の
重

点
施
策
に
つ
い
て
、
34
の
項

目
を
「
重
要
度
」
と
「
満
足

リポート　そこが知りたい

〈95〉

　

８
月
に
実
施
し
た
今
年
度

の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
市

内
在
住
の
20
歳
以
上
の
男
女

１
０
０
０
人
を
対
象
に
調
査

票
を
送
付
し
た
と
こ
ろ
、
３

５
５
人
か
ら
ご
回
答
を
い
た

だ
き
ま
し
た
（
右
下
囲
み
）。

　

調
査
項
目
は
全
部
で
30
項

目
で
す
。
そ
の
結
果
の
主
な

内
容
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
し
た
。

市
民
意
識
調
査
の
結
果
ま
と
ま
る

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、こ
れ
か
ら
の
市
政
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
、毎
年
、

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、全
30
の
調

査
項
目
の
う
ち
、「
ま
ち
へ
の
愛
着
」や「
永
住
意
識
」な
ど
、主
な
項
目
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

まちづくりに生かしますこ
こ
５
年
で
最
高
水
準

７
割
以
上
が
蕨
に
愛
着

満
足
度
が
高
い
施
策
は

子
育
て
や
活
動
の
支
援

度
」
の
両
面
か
ら
伺
っ
た
と

こ
ろ
、「
重
要
度
」で
は
、１
位

が
「
防
災
・
消
防
・
救
急
体

制
」、
２
位
が「
防
犯
対
策
」、

３
位
が「
市
立
病
院
の
充
実
」

と
な
り
、
安
全
安
心
や
健
康

に
関
す
る
分
野
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ま
た
、「
満
足
度
」
で

は
、１
位
が「
子
育
て
支
援
」、

２
位
が
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ・市
民
活
動
の
支
援
」、

３
位
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
充

実
」で
し
た
。「
子
育
て
支
援
」

は
、
5
年
前
の
調
査
で
は
15

位
で
し
た
が
、
毎
年
順
位
を

上
げ
、
今
回
初
め
て
１
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、今
回
の
調
査
で
は
、

検
討
中
の
「
公
共
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
の
導
入
」
に
つ
い
て
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
半
数
を
超
え
る

55
・
２
％
が「
導
入
し
た
ほ
う

が
よ
い
」と
回
答
し
ま
し
た
。

　

市
政
運
営
を
進
め
る
上
で
、

時
代
と
と
も
に
移
り
変
わ
っ

て
い
く
住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
市
で
は
、
今
回
の

調
査
結
果
を
参
考
に
、
住
み

続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
各
施
策
の

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果

は
、
市
役
所
１
階
市
民
活
動

推
進
室
や
各
公
民
館
、
図
書

館
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

南
町
１
丁
目
の　
　

　
　

西
仲
公
園
付
近

　

昔
の
写
真
は
、
昭
和
34
年

に
南
町
１
丁
目
３
番
地
付
近

か
ら
京
浜
東
北
線
の
線
路
を

望
ん
だ
も
の
で
す
。
当
時
こ

の
辺
り
は
数
件
の
農
家
が
あ

っ
た
程
度
で
、
田
畑
が
広
が

る
湿
地
帯
で
し
た
。
大
雨
が

降
る
と
水
が
引
く
の
が
遅
く
、

た
ま
り
水
に
い
か
だ
を
浮
か

べ
て
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿

を
目
に
し
た
も
の
で
す
。
奥

に
写
っ
て
い
る
の
は
貨
物
を

引
く
汽
車
で
す
。
こ
の
頃
は

線
路
に
柵
は
な
く
、
目
の
前

で
黒
煙
を
上
げ
て
走
る
そ
の

姿
は
壮
観
で
し
た
。
ま
た
、

蕨
駅
か
ら
西
川
口
駅
に
か
け

て
は
、
大
き
な
野
立
て
看
板

が
線
路
に
沿
う
よ
う
に
し
て

あ
ぜ
道
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

屋
敷
林
（
写
真
左
奥
）
の
右

側
に
、
そ
の
骨
組
み
が
確
認 － 320 －

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
が

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
に

永住意識 まちへの愛着

重　点　施　策
満　足　度 重　要　度

１位　子育て支援
２位　ボランティア・ＮＰＯ・

市民活動の支援
３位　コミュニティバスなど

の公共交通の充実
４位　防災・消防・救急体制
５位　スポーツ・レクリエー

ション活動の推進

１位　防災・消防・救急体制
２位　防犯対策

３位　市立病院の充実

４位　学校教育の充実
５位　交通安全対策

平成25年度市民意識調査

調査：平成25年８月
主な調査内容：◎まちへの愛着
　◎永住意識　◎まちづくり
　◎重点施策　など全30項目
対象：市内在住の20歳以上の
　　　男女1,000人（無作為抽出）
回収率：35.5％（355人）

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画

室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

感じていない  11.0％

住みたいと
思う
62.5％

感じている
72.1％

わからない
16.6％

無回答
0.3％

住みたいと思わない  11.3％

わからない
24.5％

無回答
1.7％
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真心伝わる温かおそば
　

蕨
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

「
善
意
の
お
そ
ば
プ
レ
ゼ
ン

ト
」が
11
月
14
日
、松
原
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
市
内
そ

ば
組
合
加
盟
店
や
社
協
錦
町

支
部
な
ど
の
ご
協
力
の
下
、

60
歳
以
上
の
人
に
そ
ば
を
ふ

る
ま
う
こ
の
催
し
。
訪
れ
た

２
７
０
人
は
、
て
ん
ぷ
ら
が

入
っ
た
あ
つ
あ
つ
の
そ
ば
で

身
も
心
も
温
ま
り
ま
し
た
。

　

11
月
21
日
、中
央
公
民
館
で

「
蕨
市
い
じ
め
の
な
い
明
る

い
学
校
づ
く
り
会
議
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
市

内
小
・
中
学
校
10
校
の
児
童

や
生
徒
た
ち
は
各
校
に
よ
る

い
じ
め
防
止
へ
の
取
り
組
み

の
成
果
発
表
や
、
今
後
に
向

け
た
提
案
な
ど
を
行
い
、
い

じ
め
の
な
い
学
校
づ
く
り
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

情報の扱い方学ぶ催し
　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
時
間
を

減
ら
そ
う
と
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。
11
月
16
日

に
は
、
市
民
体
育
館
で
、「
第

３
回
蕨
市
ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア

推
進
大
会
」
を
開
催
。
講
演

会
や
実
践
報
告
な
ど
が
行
わ

れ
、
訪
れ
た
１
５
２
人
は
、

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
へ
の
関
心

を
大
い
に
高
め
て
い
ま
し
た
。

仮装で深める地域交流

鍔屋氏がけやき文化賞を受賞

　

毎
年
10
月
は
中
央
地
区
が

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
一
色
に
な
り
ま

す
。今
年
も
26
日
に「
親
子
で

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
も
う
」、

27
日
に
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ

ー
ル
ド 

ｉ
ｎ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ

Ｉ
」
が
開
催
さ
れ
、
お
化
け

や
魔
女
に
ふ
ん
し
た
皆
さ
ん

が
ま
ち
を
パ
レ
ー
ド
。
延
べ

２
３
０
０
人
が
楽
し
み
な
が

ら
触
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
、市
民
会
館
で
、

市
の
文
化
功
労
者
に
贈
ら
れ

る
「
け
や
き
文
化
賞
」
の
表

彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。
受

賞
者
の
鍔つ

ば

屋や

正ま
さ

幸ゆ
き

さ
ん
（
中

央
在
住
）
は
青
少
年
育
成
蕨

市
民
会
議
会
長
を
長
年
に
わ

た
っ
て
務
め
、「
第
１
回
わ
ら

び
郷
土
か
る
た
大
会
」
を
開

催
す
る
な
ど
、
地
域
文
化
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

いじめ防止へ意見交換

で
き
ま
す
。
東
京
へ
向
か
う

際
、
列
車
の
車
窓
か
ら
こ
の

田
園
風
景
を
眺
め
る
の
も
私

の
楽
し
み
の
一
つ
で
し
た
。

　

今
の
写
真
は
現
在
の
様
子

で
す
。
昭
和
35
年
か
ら
始
ま

っ
た
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、

昭
和
45
年
に
整
備
さ
れ
た
西

仲
公
園
は
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

いま むかし

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔見にきませんか〕
▶ｙｕｕｋｉＨｉｐＨｏｐ　５周年記
念イベント　22日　午後４時　市民会
館　ダンス発表、バルーンアートなど 
無料︿清水・緯090・1703・3588﹀
〔仲間になりませんか〕
▶ストレッチとウォーキングの男だけ
の会　火・木曜日　午前７時半　城址
公園　寝たきり防止と認知症予防　60
歳以上︿平田・緯090・3131・9399﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶蕨北町サッカースポーツ少年団　土・
日曜日・祝日　北小学校　月1,500～
2,000円（未就学児は年間1,000円）　年
中～小学生︿小泉・緯090・4948・5936﹀
▶楊名時（太極拳）　土曜日　午後２時
半　蕨駅東口駅前ラ・セーヌビル　月
4,500円︿浦島・緯224・5915﹀
▶土曜ダンス教室　月２回土曜日　午
後１時　中央公民館　月2,200円　初
心者歓迎︿原・緯444・5754﹀
▶蕨ミニバスケットボールクラブ　
月・木曜日＝午後５時　土曜日＝午前
９時　市民体育館ほか　月1,500円　
小学生︿橋本・緯090・5415・9170﹀
▶児童合唱団「野うさぎ」　土曜日　午
後４時15分　南公民館　月3,500円　
幼児～中学生︿近藤・緯441・5659﹀
〔参加しませんか〕
▶日帰り旅倶楽部　横浜開港の歴史に
ふれるレトロ横浜　２月８日　1,000
円︿岩本・緯090・3431・4295﹀
▶ダンスパーティー　４日・11日・25
日　午後１時　文化ホールくるる　
499円︿犬塚・緯441・7373﹀
▶蕨ハワイアンフラフェスティバル　
平成26年７月27日　市内で活動してい
るサークル　１曲1,000円︿芝崎・緯
090・9963・3846﹀
▶蕨中東カンフークラブ　７日・14日 
午後１時15分　市民体育館　女性のた
めのカンフーフィットネス　無料︿高
橋・緯080・6690・2121﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　３日＝中央公
民館　11日＝南公民館　19日＝旭町公
民館　午後７時︿岡田・緯441・3172﹀
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ど
ん
な
悩
み
に
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
相
談
員
さ
ん

■放火に注意／地域ぐるみで放火されない・させない環境づくりを　問い合わせ＝消防本部予防課（緯441・0174）

お
母
さ
ん　

民
生
委
員
さ
ん

だ
わ
、
お
出
か
け
か
し
ら
。

ワ
ラ
ビ　

民
生
委
員
さ
ん
？

お
母
さ
ん　

私
た
ち
の
日
常

生
活
に
関
す
る
相
談
に
乗
り
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
案
内
や
関

係
機
関
と
の
間
に
入
っ
て
、

問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
人
た
ち
よ
。
皆
さ

ん
、と
て
も
頼
り
に
な
る
の
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
な
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

ほ
か
に
も
高
齢

者
の
お
宅
へ
の
訪
問
を
は
じ

め
、
学
校
や
福
祉
団
体
と
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
地
域
の

実
情
を
把
握
し
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
も
努
め
て
い
る
わ
。

ワ
ラ
ビ　

み
ん
な
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。

民
生
委
員　

こ
ん
に
ち
は
。

地
域
の
頼
れ
る
相
談
所
よ
り
利
用
し
や
す
く

公
的
機
関
と
も
連
携
図
り
解
決
へ
の
橋
渡
し

ワ
ラ
ビ　

こ
れ
か
ら
お
出
か

け
で
す
か
？

民
生
委
員　

今
日
は
、「
心
配

ご
と
相
談
」
の
日
な
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

な
に
そ
れ
～
。

民
生
委
員　

市
の
社
会
福
祉

協
議
会
と
民
生
委
員
が
協
働

で
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で

長
年
、行
わ
れ
て
い
る
の
よ
。

お
母
さ
ん　

毎
月
、『
広
報
蕨
』

お
知
ら
せ
版
の
各
種
相
談

（
今
月
は
５
㌻
）に
も
日
程
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
ね
。

民
生
委
員　

原
則
毎
月
第
１

火
曜
日
の
開
設
で
以
前
は
松

原
会
館
の
み
で
し
た
が
、
多

く
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
お

う
と
、
今
年
度
か
ら
公
民
館

な
ど
を
使
っ
て
市
内
全
地
区

で
順
次
、実
施
し
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
相
談
が
で

る
の
か
な
。

民
生
委
員　

生
活
し
て
い
る

と
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
大
き

な
こ
と
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

悩
み
に
直
面
し
ま
す
よ
ね
。

お
母
さ
ん　

介
護
や
子
育
て
、

家
庭
の
こ
と
…
。「
誰
に
相
談

す
れ
ば
よ
い
か
」、「
ど
こ
に

相
談
す
れ
ば
よ
い
か
」な
ど
、

一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ん
で

い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

民
生
委
員　

そ
う
で
す
ね
。

「
心
配
ご
と
相
談
」は
、
私
た

ち
民
生
委
員
が
相
談
員
と
な

っ
て
、
そ
ん
な
悩
み
に
じ
っ

く
り
耳
を
傾
け
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

人
に
打
ち
明
け

親と子の
ニュースの
小窓

小さな悩みでも
一人で抱え込まないで
「心配ごと相談」へ 開

設
は
原
則
第
１
火
曜
日
（
午
後
１
時
～
３
時
）

　蕨市社会福祉協議会では、民生委
員が相談員となり、日常生活の悩み
ごとについて、相談や助言、解決へ
の手助けを行う「心配ごと相談」事
業を実施しています。今年度から市
内全５地区で順次行われている同事
業。ぜひお気軽にご利用ください。

る
と
、
心
が
す
っ
と
晴
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

ワ
ラ
ビ　

そ
う
い
え
ば
、
最

近
、
隣
の
お
じ
い
さ
ん
の
表

情
が
暗
い
気
が
す
る
…
。　

お
母
さ
ん　

相
談
は
誰
で
も

受
け
ら
れ
る
の
か
し
ら
。

民
生
委
員　

も
ち
ろ
ん
で
す
。

そ
れ
に
費
用
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

民
生
委
員
さ
ん
な

ら
安
心
だ
ね
。

民
生
委
員　

ま
た
、
内
容
に

応
じ
て
、
法
律
や
行
政
な
ど

市
の
専
門
的
な
相
談
窓
口
へ

の
橋
渡
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

問
題
解
決
へ
の

糸
口
に
も
な
り
そ
う
だ
わ
。

民
生
委
員　

そ
う
で
す
ね
。

今
月
は
10
日
に
北
町
公
民
館

で
開
か
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

う
ん
、
お
隣
さ
ん

に
も
勧
め
て
み
る
！

詳
細
＝
蕨
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
緯
443
・
６
０
５
１
）
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凛
りん

花
か

ちゃん
（５歳11か月）

健
けん

太
た

ちゃん
（４歳２か月）

垪
は

和
が

　良
りょう

太
た

郎
ろう

さん　
彩
あや

香
か

さんの
長女・長男　 　

　　北町５丁目

瑛
えい

涼
すけ

ちゃん
（１歳４か月）

北
きた

川
がわ

　　博
ひろ

朗
あき

さん　
美
み

都
づ

紀
き

さんの
長男　　　　

　　北町２丁目

■ボートレース戸田／開催日程＝１日・４日～９日・12日～23日・28日～31日　詳細＝戸田競艇組合（緯441・7711）

　
「
瑛
涼
は
９
歳
年
上
の
姉
・

萌も

笑え
み

が
大
好
き
で
す
。
萌
笑

が
勉
強
を
し
て
い
る
と
き
で

も
、
そ
ば
を
離
れ
ず
に
い
る

ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
瑛
涼
が

最
近
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の

が
、
萌
笑
と
い
っ
し
ょ
に
ダ

ン
ス
を
踊
る
こ
と
で
す
。
初

め
は
見
よ
う
見
ま
ね
だ
っ
た

ダ
ン
ス
も
、
足
を
上
げ
た
り

手
を
振
っ
た
り
と
、
自
分
な

り
に
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
今
で
は
、
最
後

に
天
を
指
す
決
め
ポ
ー
ズ
も

ば
っ
ち
り
で
す
。瑛
涼
に
は
、

い
つ
も
元
気
で
優
し
い
子
に

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と

話
す
、母
親
の
美
都
紀
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－500－

かるた
ヘルスケア

　

高
尿
酸
血
症
が
続
い
た
結

果
、
結
晶
が
で
き
関
節
に
炎

症
を
起
こ
し
痛
み
が
出
る
と

痛
風
と
い
い
ま
す
。
痛
風
は

生
活
習
慣
病
の
一
つ
で
す
。

肥
満
、糖
尿
病
、動
脈
硬
化
、

心
疾
患
と
密
接
に
関
与
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
考
慮
し
た
管
理
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
食
品
中

の
プ
リ
ン
体
量
だ
け
で
な
く
、

糖
分
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が

尿
酸
値
を
加
減
す
る
肝
に
な

り
ま
す
。
治
療
の
基
本
は
食

事
療
法
や
運
動
療
法
な
ど
の

生
活
習
慣
の
改
善
で
あ
り
、

病
的
な
老
化
や
命
に
関
わ
る

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
と
も

に
、
血
清
尿
酸
値
の
低
下
も

期
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

　
痛
風

つ

　

市
内
に
は
、南
町
の
カ
リ
ン

通
り
を
は
じ
め
、カ
リ
ン
の
木

が
街
路
樹
と
し
て
植
え
ら
れ

て
い
る
場
所
が
幾
つ
か
あ
り

ま
す
。秋
を
迎
え
る
と
カ
リ
ン

の
木
々
に
実
が
な
り
ま
す
が
、

場
所
に
よ
っ
て
は
、落
ち
た
実

を
車
が
は
ね
飛
ば
し
、危
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
平
成
21
年
度
か
ら
カ
リ

ン
の
実
を
市
で
収
穫
し
、市
役

所
や
公
民
館
な
ど
で
希
望
す

る
市
民
に
配
布
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
今
年
は
６
０
０

個
以
上
が
収
穫
さ
れ
、先
日
、

配
布
し
た
と
こ
ろ
、
２
日
間

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
カ
リ
ン
酒
を

造
る
な
ど
、皆
さ
ん
思
い
思
い

の
活
用
法
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ご
存
じ
の
と
お
り
、
蕨
市

は
、市
全
域
が
市
街
地
の
人
口

密
度
日
本
一
の
ま
ち
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
に
、緑
や
花
は
市
民

生
活
に
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、現
在
、リ

サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
の
花
を
活
用
し
て
の
花
い

っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
て
お

り
、
今
年
度
か
ら
表
彰
式
も

創
設
さ
れ
ま
し
た
。わ
ら
び
り

ん
ご
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
錦
町
に

は
、わ
ら
び
り
ん
ご
公
園
に
続

き
、
わ
ら
び
り
ん
ご
通
り
が

整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
緑
や
花
い

っ
ぱ
い
の
優
し
さ
と
潤
い
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

「カリン」から広がる
潤いあるまちづくり

66

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は５日。ただし、１月は
９日です。時間は午後１時～
５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へ

　

11
月
９
日
、中
央
公
民
館
で
、蕨
商
工

会
議
所
青
年
部
主
催
の
職
業
体
験
が
開

か
れ
、
小
学
生
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
10
の
ブ
ー
ス
の
う
ち
、
靴
屋
さ

ん
で
学
ん
だ
の
は
革
靴
の
磨
き
方
。「
ク

リ
ー
ム
は
ど
れ
く
ら
い
塗
れ
ば
い
い
の
」

と
、
靴
の
持
ち
方
や
ク
リ
ー
ム
の
塗
り

方
に
て
こ
ず
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

お
店
の
人
に
教
わ
り
な
が
ら
上
手
に
磨

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
家
で
お
父

さ
ん
の
も
や
っ
て
み
よ
う
か
な
」と
、ぴ

か
ぴ
か
に
な
っ
た
靴
に
負
け
な
い
笑
顔

を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
。
働
く
こ
と

の
楽
し
さ
や
大
変
さ
を
学
び
な
が
ら
心

も
磨
く
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
ね
。

子どもクラブ仕事のたいせつさ学んだよ

職業体験



【　　】20

月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
埼

玉
県
中
学
新
人
体
育
大
会
。

女
子
砲
丸
投
げ
で
優
勝
に
輝
い
た

の
は
、
第
一
中
学
校
陸
上
部
の
松

下
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
14
歳
・
中
央
７

丁
目
）
で
す
。
た
だ
一
人
、
12
㍍

を
超
え
る
投
て
き
を
見
せ
、
栄
冠

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

中
学
に
入
学
す
る
と
同
時
に
、

陸
上
部
へ
入
部
し
た
松
下
さ
ん
。

短
距
離
走
の
練
習
に
加
え
、「
松
下

の
長
身
は
強
い
武
器
に
な
る
」と
、

顧
問
の
先
生
の
勧
め
で
、
取
り
組

ん
で
い
た
の
が
砲
丸
投
げ
で
す
。

初
め
は
「
ほ
ん
と
う
は
走
る
の
が

好
き
な
の
に
」。
心
の
ど
こ
か
で

そ
ん
な
思
い
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
中
学
１
年
の
秋
に
思

い
は
変
わ
り
ま
す
。同
大
会
で
、４

位
に
入
賞
。
こ
の
と
き
敗
れ
た
３
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松
まつ

下
した

 ちひろ さん

10

全国目指し誰よりも遠くへ

位
の
選
手
と
の
差
が
僅
か
１
㌢
だ

っ
た
の
で
す
。「
た
っ
た
１
㌢
が
大

き
く
感
じ
た
。
次
は
表
彰
台
に
上

る
」と
、強
い
悔
し
さ
を
感
じ
る
ほ

ど
に
、
砲
丸
投
げ
へ
の
思
い
を
抱

い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
県
の
強
化
選
手
に
選

ば
れ
、指
導
者
か
ら「
投
て
き
中
に

力
み
過
ぎ
る
癖
が
あ
る
。
自
然
体

で
投
げ
て
」と
、指
導
を
受
け
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
吸
収
し

て
い
く
と
と
も
に
、
自
身
で
も
考

え
、
呼
吸
法
な
ど
を
意
識
し
た
密

度
の
濃
い
練
習
を
心
が
け
ま
し
た
。

更
に
は
、
足
の
運
び
か
ら
手
の
突

き
出
し
ま
で
、
一
か
ら
フ
ォ
ー
ム

を
改
造
し
、
２
年
生
の
夏
が
終
わ

る
頃
に
は
、「
筋
力
も
付
き
、フ
ォ
ー

ム
も
安
定
し
た
。
成
長
し
た
な
」

と
、
顧
問
の
先
生
か
ら
太
鼓
判
を

押
さ
れ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
迎
え
た
２
度
目
の
埼

玉
県
中
学
新
人
体
育
大
会
。
こ
れ

ま
で
の
努
力
と
思
い
を
乗
せ
た
砲

丸
は
自
己
ベ
ス
ト
12
㍍
11
㌢
の
記

録
を
残
し
、
念
願
の
表
彰
台
の
頂

に
立
ち
ま
し
た
。「
次
は
全
国
大
会

で
表
彰
台
へ
」と
、新
た
な
目
標
を

掲
げ
る
松
下
さ
ん
。
ま
ず
は
来
年

６
月
に
あ
る
県
大
会
で
、
全
国
大

会
進
出
の
標
準
記
録
12
㍍
50
㌢
達

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
誰
よ
り

も
遠
く
へ
」
と
、
２
・
７
２
１
㌕

の
砲
丸
に
思
い
を
乗
せ
て
、
松
下

さ
ん
は
日
々
、挑
戦
を
続
け
ま
す
。

視線の先に晴れ舞台を思い浮かべて

輝

いて
ます

　

蕨
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
カ
ル

チ
ャ
ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（
以
下

Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）は
、蕨
の
青
少
年
が
海
外

の
同
世
代
の
仲
間
や
受
け
入
れ
家
庭

と
交
流
す
る
「
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン

プ
」
の
経
験
者
で
組
織
さ
れ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
平
成
20
年
に

発
足
し
、
現
在
は
中
学
生
か
ら
大
学

生
ま
で
の
27
人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
軸
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

市
の
国
際
交
流
事
業
へ
の
協
力
で
す
。

語
学
研
修
な
ど
を
通
し
て
、
国
際
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
後
輩
た

ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、

生
涯
学
習
事
業
に
参
加
し
て
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
と
も
に
被
災
地
支
援
に
携

わ
っ
た
り
と
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。ま
た
、毎
月
第
３
日
曜

日
の
内
部
研
修
の
ほ
か
、
誕
生
日
会

や
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
仲

間
ど
う
し
の
交
流
も
深
め
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
次
の
大
き
な

活
動
は
、今
月
15
日
の「
み
ん
な
の
広

場
」（
お
知
ら
せ
版
５
㌻
）で
す
。国
籍

を
越
え
た
交
流
を
深
め
る
こ
の
催
し

で
、
私
た
ち
は
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
の

企
画
・
運
営
を
担
当
し
ま
す
。
皆
さ

ん
気
軽
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

荻
おぎ

原
はら

 春
はる

菜
な

 代表

中央公民館には活動の成果を掲示しています

～Ｗ
ワ イ カ
ＩＣＡ～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

得
た
経
験
を
ま
ち
に
還
元

広
げ
た
い
国
際
交
流
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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